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学位論文内容の要旨
モンゴル国北部の北方林では,1990年代の市場主義経済化以降,過度の無計画な伐採,それに伴う人為火
災の増加による森林生態系の破壊が報告されてきた｡しかしかく乱後の森林再生 ･その後の発達過程におけ
る研究例はほとんどない｡
モンゴル国の森林では北から南にかけての乾燥化に伴い,森林構成樹種が変化する｡森林構成樹種の違い
は,種特有の経済的価値の違いと更新特性の違いを通じて,人間活動の影響とかく乱後の森林再生プロセス
の両方を変化させるだろう｡
よって本研究では,樹種構成の異なる2種類の森林タイプにおいて,かく乱後の森林再生 ･その後の発達
過程の解明を試みた｡また森林保全と現地住民による持続的な資源利用の両立の観点から,今後の管理指針
の策定にとって重要な検討課題を考察した｡
モンゴル国の森林分布域の北部に生育する混交北方林では,現地住民による恒常的な針葉樹の伐採と,広
大な火災跡地が見られた｡落葉広葉樹であるシラカンパは火災直後に種子によって更新し,周囲に種子供給
源がない場合でも,火災前に生育していた個体の地下部から萌芽によって再生した｡落葉針葉樹のシベリア
カラマツは周臥こ種子供給源が存在する場合に,火災直後から種子によって更新した｡一方,常緑針葉樹 2
樹種は,火災跡地で更新個体はほとんど見られなかった｡以上より,森林火災と恒常的な針葉樹の伐採は,
シラカンパの相対的な優占度を増加させ,針葉樹種を減少させることが示唆された｡
同国の森林分布域の南限に生育するシラカンパ優占林では,ある林分では現地住民による限定的な利用の
形跡 (切り株や火災痕)が見られた｡かく乱の形跡がない林分は,過去半世紀以上にわたる更新の停止と,
近年における老齢木の高い枯死率によって,衰退の危機に淑していることが示唆された｡一方で,かく乱を
受けた林分は,1960-80年の間に定着した若齢集団によって,今後数十年間は維持されると考えられた｡これ
らのシラカンパ優占林は,数十年程度の間隔で定期的に起こるかく乱によって維持されることが示唆された｡
混交北方林では,強度の人為インパクトによって,経済的に価値の高い針葉樹が減少し続けると考えられ
る｡針葉樹の減少は,森林資源に依存する現地住民の生活を脅かすだろう｡よって,過度の人為インパクト
の制限とともに,火災跡地における針葉樹の定着促進の検討が必要である｡一方,シラカンパ優占林では,
むしろ定期的なかく乱が林分の存続性を担保しており,このような性質は森林の維持と現地住民による限定
的な資源利用の両立に利すると考えられる｡以上より,森林生態系の維持と持続的な資源利用の両立には,
森林構成樹種の違いと,人間活動によるかく乱体制の変化を理解したうえで,個別的に管理方法を検討する
必要があることが示唆された｡
論文幸査結果の要旨
本研究は,モンゴル国北部に生育する北方林において,かく乱後の森林再生とその後の発達過程の解
明から,今後の適切な森林管理指針の提案までを目的としたものである｡
モンゴル国の森林分布域の北部に生育する混交北方林では,森林火災の頻発と恒常的な針葉樹の伐採
といった強度の人為インパクトが,落葉広葉樹の相対的な優占度を増加させるとともに,経済的価値の
高い針葉樹を減少させることを示唆した｡このことから,過度の人為インパクトを早急に制限するとと
もに,火災跡地における針葉樹の速やかな定着促進が必要であると結論付けた｡その具体策として,恒
常的な針葉樹の伐採によるそれらの種子供給制限を緩和するために人工的な播種を行うことを提案し
た｡
一方で,同国の森林分布域の南限に生育するシラカンパ優占林では,シラカンパ特有のかく乱に依存
した更新特性と,長寿命で安定した林分内でのみ更新が可能な針葉樹が生育していないことから,数十
年程度の間隔で定期的に起こるかく乱によって森林が維持されていることを示唆した｡このような性質
を利用して,定期的な伐採による森林の維持と,現地住民による限定的な資源利用との両立を提案した｡
以上より,森林生態系の維持と持続的な資源利用の両立には,森林構成樹種の違い,人間活動による
かく乱体制の変化,それらがかく乱後の森林再生とその後の発達過程に与える影響を十分に理解したう
えで,個別的に適切な森林管理方法を検討する必要があることを明らかにした｡
本研究はこれまで不足していた,北方林南限域の森林のかく乱後の再生とその後の発達過程に関する
生態学的知見の蓄積に責献するとともに,今後の適切な森林生態系管理に対しても重要な示唆を与える
ものである｡したがって,本論文は博士(環境学)に値する論文であると判定した｡
